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一 関 信 用 金 庫 

 

「こどものみらい古本募金」への取組について 

 

一関信用金庫（理事長 三浦 喜博）は、北上信用金庫（理事長 木村 幸男）と協力

し、2 金庫合同で「こどものみらい古本募金」の信用金庫業界独自のキャンペーン（今月から開

催）に参加いたします。参加は今回で 3 年目となります。 

「こどものみらい古本募金」は、こども家庭庁などが主催する「こどもの未来国民応援運動（※

①）」の一環として創設された「こどもの未来応援基金（※②）」への寄附プログラムです。本プ

ログラムは、SDGs の 17 のゴールのうち「１.貧困をなくそう」に貢献する取組となります。 

今後も当金庫は「持続可能な社会の実現」を目指し、「地域経済」「地域社会」「地域環境」

の各分野で県内の信用金庫と連携して取り組んでまいります。 

なお、本募金の詳細につきましては、下記または別添のご案内チラシをご参照ください。 

※①「こどもの未来国民応援運動」…こどもの貧困に対して支援したい個人・事業者と、草の根でこども

たちを支えている NPO などの団体を結びつけ、国や自治体が行う施策を推進させることを目的とした

こども家庭庁などが主催するプロジェクト。 

※②「こどもの未来応援基金」…「こどもの未来国民応援運動」の一環であり、こどもたちへの支援を行う

団体の活動を支えることを目的として創設された基金。 

 

記 

 

1. 「こどものみらい古本募金」の概要について 

項 目 内 容 

主 催 こども家庭庁、文部科学省、独立行政法人福祉医療機構（主な運

営は、こども家庭庁と「こどもの未来応援基金」の提携先の㈱バリューブ

ックスが担う。） 

内 容 読み終えた本を古本販売業者である㈱バリューブックスに送付すると、

買取り額が「こどもの未来応援基金」に寄附されるプログラム。 
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2. 「こどもの未来古本募金」のスキーム 

（1）信用金庫職員や地域住民は、信用金庫の店舗に設置された回収ボックスに古本を寄附

します。 

（2）信用金庫は、集まった古本をとりまとめ、古本販売業者（㈱バリューブックス）に送付しま

す。 

（3）㈱バリューブックスは、送付された古本を買い取ります。 

（4）買取り額が「こどもの未来応援基金」に寄附され、同基金が教育機関や NPO 法人に寄

附します。 

（5）㈱バリューブックスは、買い取った古本をネット通販で販売します。 

 

3. 「こどもの未来古本募金」の取扱期間 

回収ボックス設置期間は、2026 年 7 月 1 日（水）から同年 8 月 31 日（月）までです。 

 

4. 昨年度の実績 

  ・回収…1,040 冊（うち、買取り対象…374 冊） 

  ・買取り金額（寄附金額）…20,822 円 

 

5. 北上信用金庫の取組 

https://www.shinkin.co.jp/kitakami/assets/news/2026/furuhonbokin202607.pdf 

以上 

 

 

 
＜本件に係るお問合せ先＞ 

一関信用金庫 経営企画部 

電話 0191－23－6111（代表） 

https://www.shinkin.co.jp/kitakami/assets/news/2026/furuhonbokin202607.pdf

